
 

科 目 名 精神保健福祉援助実習Ⅱ  単位 2.0 

担当教員 吉田 みゆき・宮沢 和志 

授業形態 実技・実習 開講期間 集中 配当年次 3 授業番号 9123 

 

●授業のテーマ 

精神保健福祉援助実習 

 

 

●到達目標 

各自の実習計画の基づき、障害福祉サービス事業を行う施設で実習することができる。 

 

 

●学習内容(授業概要) 

精神保健福祉援助実習を通して，精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術につ

いて具体的かつ実際的に理解し，実践的な技術等を体得する．また，実習を通して精神障害者のおかれてい

る現状を理解し，その生活実態や生活上の課題について把握する．さらに，精神保健福祉士として求められ

る資質，技能，倫理，自己に求められる課題等，総合的に対応できる能力を習得する． 

 

 

●学習内容(授業計画) 

 実習時間は計 210 時間（以上）とし、ここでは 90 時間（以上）の配属実習を行う。学生は下記の項目に

ついて実習指導者の指導を受け、精神保健福祉士として必要な知識及び技術、並びに関連知識の理解を深め、

相談援助及びリハビリテーションについて必要な資質・能力・技術を修得する。 

 

〈障害福祉サービス事業を行う施設における実習〉 

ア 利用者やその関係者，施設・機関・事業者・団体住民やボランティア等との基本的なコミュニケーショ

ンや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成 

イ 利用者理解とその需要の把握及び支援計画の作成 

ウ 利用者やその関係者との支援関係の形成 

エ 利用者やその関係者への権利擁護及び支援とその評価 

オ 精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際 

カ 精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解 

キ 施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一員としての役割と責任

への理解 

ク 施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際 

ケ 当該実習先が地域社会の中の施設・機関・事業者・団体等であることへの理解と，具体的な地域社会へ

の働きかけとしてのアウトリーチ，ネットワーキング，社会資源の活用・調整・開発に関する理解 

 

 担当教員は巡回指導等により学生の実習状況を把握して個別指導を行うとともに、実習先指導者との連

絡・調整を図る。 

 

  

 

 

●準備学習・事後学習の内容 

実習機関について下調べをする。 

実習機関の指導者と実習について打合せをし、実習プログラムを具体化する。 

実習のまとめを行い、獲得したことと今後の課題を明確にする。 



 

 

●成績評価方法・基準 

実習先評価 50％，受講態度 50％による総合評価 

 

 

●テキスト（必携） 

 随時紹介する。資料等配布する。 

 

 

●参考文献／その他 

『スーパービジョン－誌上事例検討を通して－』,編集：社団法人日本精神保健福祉士協会広報出版部出版

企画委員会,へるす出版. 

新・精神保健福祉士養成講座９『精神保健福祉援助実習指導・実習』第２版，［編集］日本精神保健福祉士

養成校協会，中央法規出版． 

 

 

●履修上の注意 

配属実習担当者、実習先指導者との連絡・報告・相談は早めに行うこと。 

 

 

 


